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科＜2〉
記録－

広畑政己

兵庫県産蝶類分布資料
－県下における迷蝶の記録

1． クロコノマチョウMelanitisphedimaCRAMER兵庫県下で採集された蝶の記録を拾っていくと、報

告されているだけで実に145種類を数える。この中で、

118種類前後は土着していると推測できるが、残')の

20数種は迷蝶と言われている蝶である。

迷蝶の中には近隣の中国、四国地方の一部で土着し

ているミカドアケハ、 イシガケチョウ、サツマシジミ、

ヤクシマルリシジミなどの蝶もあれば、明らかに南方

から迷入してきたと思われるリユウキュウムラサキ、

ヤエヤマムラサキ、 カバマダラなどの暖地性の蝶もあ

る。また、本来は中部地方以北にしか生息しないとさ

れているギンボシヒョウモン、キベリタテハ、 クジャ

クチョウなどの寒冷地性のものも何種か報告されてい

るが、その中で、県下で土着する種と酷似するアカセ

セリ、 コヒョウモンモドキ、ヤマキチョウなど同定誤

りと思われるものも少なくない。

福田(1981)の「ある地域内に、どこからか迷入して

きた非土着のチョウ、および土着か非土着かわからな

いチョウ」が迷蝶とするならば、過去に採集例が極め

て少ない種や、毎年越冬が確認できていないウラナミ

シジミなども迷蝶の部類に入るかもしれないし､反面、

本稿で取り上げたクロコノマチョウは土着種としての

扱いをした方が妥当かもしれないが、取敢えず29種に

ついて、その採集記録をまとめてみた。

1964年以前の県下に於ける迷蝶の記録については、

山本．吉阪(1965)が詳しく、その後も断片的ではある

が数多くの報告があるので、本稿を発表するに際して

は、これらの記録と重複する部分も多く、今更の感は

免れないが、その後新しい記録も入手しているので、

従来の記録と併せて報告した次第である。

本稿を草するに当り、関連文献やそのコピーを御恵

与いただいた高橋寿郎氏に厚く感謝申し上げる。また

次の方々には採集記録を御提供いただいたり、何かと

御教示を仰いだ。ここに記してお礼申し上げる。

相坂耕作、青山潤三、浅田卓、石井為久、稲田和久、

岩村巖、川崎悟良、木村三郎、近藤伸一、黒田収、河

野綾典、高田忠彦、竹内俊行、徳岡正己、難波通孝、

法西定雄、山下順正、米村和繁、若林守男 （アイウ

エオ順、敬称略）

県下に於て土着がはっきI)確認されていない点では

本種は迷蝶になるかもしれないが、採集記録が迷蝶に

しては多いことや秋型の個体が5月上旬に採集されて

いることから推測すると、土着の可能性が濃厚な種で

ある。

本種は九州、四国、本州に分布し、土着の東限は静

岡県東部で、静岡県内はほぼ全域の低地に分布してお

り、愛知、滋賀の各県から紀伊半島一帯にも土着して

いるようである（藤岡， 1975)。

分布の東限に当る静岡県では、主として中西部にお

いて、 1955年から1960年にかけて大発生したことが分

布調査によって確認されている（高橋， 1981)｡同報文

によると、その後は個体数が減少したまま小康状態を

保っていたが、 1979年になってまた個体数が増え始め、

1980年にふたたび大発生となったようである。

分布はさらに静岡県から北へ広がり、長野県南部の

下伊那一帯でも1980年に多発生が観察されている（各

務・井原， 1981．蛭川， 1981)。

最近、南方から東へ北へと波状に分布を広げつつあ

るナガサキアケハの分布の拡大様式とは多少の違いは

あるが、暖かい地方から北進、東進している点では本

種も変りがなく、興味深い存在である。

県下では1951年に有馬温泉で法西定雄氏によって採

集されたのが最初の記録のようである。その後、報告

されているものと筆者の把握したものだけで、表1の

通り46頭にもなり、 1970年ごろからは少ないながら、

ほぼ毎年採集されるようになっ‘ている。

表1． 年次別採集個体数(1950年～1981年）

－30－

年次
ツ

50
，

51
ツ

52
，

53
，

54
，

55
，

56
，

57
，

58
，

59
，

60

採集数 1 1 1 3 1 1 1

年次
，

61
フ

62
，

63
，

64
,

65
,

66
，

67
，

68
，

69
，

70
，

71

採集数 1 1 1 4

年次
，

72
，

73
，

74
，

75
，

76
，

77
，

78
，

79
，

80
ツ

81 合計

採集数 3 2 1 4 1 7 11 1 46
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最も厳しい冬で、最低平均気温、最低極値、 0℃以下

の日数のどれをとっても最低を記録している。にもか

かわらず、この年には4頭の個体が採集されている。

逆に、前年の1976年と1972年は暖冬にもかかわらず1

頭の個体も採集されていない。この結果から判断する

と、冬期気温と本種の個体数との関連はないかのよう

にみえるが、 1978年ごろまでは個体群の密度も低かっ

た関係で、このような結果になっているのではないか

と思われる。

採集個体数は、県下に於ても静岡県や長野県同様、

1979年に急増しているので、 1970年ごろから個体群の

図1． 1～2月の最低平均気温の推移と
クロコノマチョウの採集個体数

〕gnl981 ， ≦

表3．クロコノマチョウの月別採集個体数表(1981年現在）

密度が徐々に高まってきたところへ、 1979年の暖冬と

いう条件に恵まれて数を増やし、 1981諺の厳冬でまた
数が減ったのかもしれない。いずれにせよ、毎年越冬

しているとすれば、 1977年のような厳冬でも耐えられ

るということである。

今後、個体群の密度が高くなっていくような様相な

ので、近い将来県下に於ても確実に土着するものと推

測している。

表2年次別冬期気温とクロコノマチョウの採集個体数

<採集及び目撃記録＞

姫路市網干区新在家

〃 〃 〃

〃 〃 浜田

〃 飾磨区中島

飾磨郡夢前町雪彦山

〃 家島町宮

宍粟郡一宮町福知渓谷

揖保郡御津町新舞子

〃 新宮町善定

〃 〃 〃

３
３
早
ｔ
早
蹴
３
３
３
早

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

岩村

黒田

河野

井出

稲田

上田

井出

稲田

黒田

黒田

23-m-1980

6－Ⅸﾏ1979

19-Ⅸ-1977

13-Ⅶ-1973

4-V-1980

31-X-1980

24-Ⅶ-1973

30-Ⅷ-1977

9－Ⅵ-1980

14-Ⅷ-1981

１
１
１
１
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４
２
３

厳
収
典
晴
久
志
晴
久
一
収

綾
敏
和
尚
敏
和
龍

－31－

月
5 6 7 8 9 10 11

期
間
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

採
集
数

1 1 2 7 3 2 2 2 3 6 5 3 4 2 1

尉邸平均気温 最低極値 0℃以下の日数 採集個体数

1972 1.6 －3．4 21 0

1973 1．05 －4．5 27 3

1974 －0．9 -6.0 46 2

1975 -1.0 －5．3 45 1

1976 0．0 －5．3 37 0

1977 －2．2 －7．8 46 4

1978 -0.75 －7．1 38 1

1979 0．95 －4．1 24 7

1980 －1．2 －6．1 46 11

1981 －2．05 －7．4 ， 49 1
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佐用郡南光町船越山 11 2-m-1973(羽化）稲田和久3）

〃 〃 lex --W-1975

神崎郡福崎町福崎新 1¥ －－秋-1956(羽化）石井為久

〃 市111町上牛尾 10 5-X-1980 広畑政己5）

朝来郡生野町旗ノ谷 -- -,･X･･－ 西村公夫6）

相生市三濃山 10 30-W-1980 111崎悟良7）

〃 矢野町下頃 11 19-m-－ 田辺一

〃 相生 1¥ 17-X-1980 川崎悟良7）

〃 鰯浜 11 26-X-1971 浜田守弘

〃 〃 1牛 6－m-1971 浜中義憲

西脇市出合 11 5-X-1980 竹内俊行

〃 〃 11 12-X-1980 徳岡正己

lll辺郡猪名lll町 491¥ 2-X-1979 山本 浩8）

〃 〃 木間生lex 23-m-1974 新家 勝9）

lll西市芋生 lex l8-m-1979(目撃）仲田元亮9）

宝塚市切畑滝ヶ平井 19 5-m-1971 松尾-10）

〃 宝塚高校内 1¥ 30-Ⅸ-1970 柳沢俊二11）

〃 宝塚付近 5－Ⅷ-1955 佐手旗一郎12）

〃 長寿ヶ丘 － 15－Ⅶ-1959 佐藤啓一12）

養父郡大屋町筏 lf 30-Ⅶ-1956 中尾淳三13）

2＄ 30-Ⅶ-1957〃 〃 〃 -13）

〃 〃 若杉 19 30-W-1956 中尾照之13）

〃 〃 中間 201ギ 29-Ⅸ-1958 13）

〃 〃 1＄ 30-Ⅶ-1953 中尾淳三14）

神戸市垂水区太山寺一 －－－15）

〃 北区山田町 一一一 15）

〃 ’ 〃藍那 1＄ 2－m-1980 加藤昌宏15）

〃 〃 〃 多数--X-1977 111本 明19）

〃 〃下谷上 19 11-m-1979 高橋寿郎16）

〃 〃 〃 lex l7-m-1979(目撃）高橋寿郎16）

〃 リリ有馬温泉 1￥ 24-Ⅸ-1951 法西定雄17）

〃 〃鈴蘭台 －－－－15）

〃 布引谷ﾄｰｴﾝﾃｲｸロス1早4･n-1963 三木 進18）

〃 兵庫区須佐野通l平 29-Ⅸ-1962 三木 進18）

龍野市龍野町日山 lex --X-1979(目撃）川崎悟良7）

三原郡南淡町大川 － 16－Ⅲ-1974 山崎俊道20）

〃 〃 新田北 13 30-X-1977 浅田 卓21）

津名郡五色町広石中 lt ll-X-1979 浅田 卓22）

〃 〃 〃 1＄ 2－Ⅷ-1980 浅田 卓23）

洲本市相川 19 10-m-1971 武田義明24）

〃 物部 19 6-m-1978 堀田 久25）

や詳しいデータは不明である。

図2．クロコノマチョウの採集地

？
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2． ウスイロコノマチョウMelanitisledaLINNAEus

本種の県下に於ける採集例は、前種と比較すると少

なく 、報告されている記録は10例があるにすぎない。

これは当然のことながら、土着地が鹿児島県奄美大島

以南で、本県からは遠く離れているため、飛来する頻

度が少ないことと、前種より耐寒性に難があることが

起因しているのではないかと思われる。

県下で最初に発表された記録は、 1937年10月で､｢神

戸市外本山村(現在の東灘区本山町)にて数頭発見し、

中1頭を獲た｣となっている(谷口， 1938)。 また、その

報告では､｢同郡住吉村（現在の東灘区住吉町）及び神

戸市内にて採集された標本を見た記憶もある」と記さ

れているので、 1937年以前にも採集されたことがある

ようである。

採集時期は風などによって運ばれて来る可能性が強

い7月下旬～8月に多いが、 6月下旬の記録も1例あ

る。また、浜・当麻（1973）には、 8月上旬にススキ

より本種の3令幼虫が発見されているが、この幼虫は

この他の記録としては、山本（1971）に、新宮町篠

首、姫路市仁豊野、神戸市魚崎、本山、兵庫がある。

また、山本．吉阪（1960）には神戸市岡本、芦屋市打

出、加古川市、神崎郡香寺町溝口があるが、その出典

－32－
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<採集及び目撃記録＞

’

１
１
１
１
ｊ
ｊ
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２
２
２
２
３
３
１
３
３
３
３
１
３
３
３

７
８
８
９
０
１
４
２
３
８
７
５
４
７
６

怖
配
齪
制
一
栫
煕
収
敵
巧
滋
雄
郎
郎
宏
苗
夫
譲

史
ト
ト
昌
早
英

伽
綱
鵬
細
燗
餅
鮴
細
弥
胆
帽
柵
扣
祁
鵬
眺
細
柵

７
７
７
７
７
７
６
８
７
５
７
４
５
４
４
３
６
８

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

７
７
７
１
３
６
９
０
８
９
７
９
１
８
９
６
１
０

州
獅
川
睡
韮
洲
洲
獅
岬
砕
韮
一
癖
一
報
一
繩
郷

ｊ目

中
目

聡
側
雌
鮒
一
聡
聡
酬
聡
岫
岬
伽
聡
一
聡
加
一
恥

１

坂

訟

寺

町
町
町
町
町
町
山

棚
剖
萌
噸
梢
谷
宿
山

杣
板
頂
制

区
谷
山
町

船
〃
訴
焔
棚
獺
〃
暗
握
剛
脚
〃
〃
獺
劫
岬
叩

郡
郡
郡
郡
市
市

市

脇
〃
生
〃
〃
棚
辨
〃
鵬
叡
弥
岬
〃
〃
〃
〃
〃
宮

西
相

西

<採集記録＞

頭４

’
一
一
伽
伽
伽
伽
岫
聡
耽

奥

町
口

斗
地

所
原
山
久
曾

屋
川
登
区
町
町
里

川
茶
庫
甲
田
山
高
東
秋
町

夙
御
武
六
長
本
日
城
上
本

市
市
市
郡
郡
町
市

宮
〃
塚
戸
〃
〃
崎
紀
月
本

西
Ｉ
Ｉ
Ｌ
限
Ｌ
押
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
成
多
上
州

２
２
２
３
３
７
２
３
４
３

－
》
剖
割
峠
紳

１
１
１
３

二
茂
勲
次

漱
俊

田側
細
峪
納

５
７
６

５
５
５

９
９
９

１
１
１

－
一
一

Ⅷ
Ⅶ
夏

一
一
一

一
別
一

７
７
３
１
０

３
７
７
７
８

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

－
一
一
南
口

Ｘ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅵ
Ⅷ

軍
一
一
画
一

一
別
５
０
１
２

図3．イシガケチョウの採集地

ロイシガケチョウCyrestis thyodamasBoIsDuvAL

や奥野井、香川県の南部山地、五剣山、象頭山などで

は少なくないようである。 66）

本県ではまだまだ採集例も少なく 、土着の可否につ

いての判断は難しいが、近年採集例が増えたことや、

前述の通り隣接する地域では土着かそれに近い状況に

なっていること、 また、 6月上旬の記録もあることな

どを見ていると、少ないながら本県でも越冬し、毎年

発生を繰り返しているのかもしれない。今後県下にも

土着するかどうかその経過が楽しみである。

口
(天）

▽

警掻76

0

－33－
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中国地方の山口県､広島県には産地も多いようで､四

国地方でも北東部を除いて分布しているようであるが

本県ではこれまでに3例の記録しかない。

西宮市甲山の記録は山本(1968)から引用しているが、

この記録の原記載は、 「サツマシジミ採集始末記」 と

して、大阪学芸大学付属高校池田校舎生物研究部誌の

かわむし4号に田中忠治郎氏が発表されたもののよう

である。

県下における採集記録としては2例が知られている。

2例とも淡路島での記録で、 1例は津名町からの記録

で、登日邦明氏（当時小学校2年生）によって採集さ

れている。この個体の採集月日は明らかではないが、

春型の斑紋をしていることから、 6月半ば以前に採集

されたものであろうとされている。また、後翅裏面基

部及び亜外縁沿の紋は赤色のようで、この個体は、赤

斑型が分布する紀伊か赤斑型と黄斑型混在している四
＄

国からの迷蝶と考えられる。

初記録から6年後の1964年には志築神社で2頭が(山

本， 1969にはその後さらに2頭となっている）採集さ

れているが、その個体についての詳細は不明である。

県下で本種が土着するためには、冬期気象と食樹等

の諸条件が満たされなければならないが､その1つであ

る冬期気温との関連については、蝋の野外での越冬実

験によって、県下でも越冬できるだけの耐寒性がそな

わっていることが判っている（広畑， 1980)｡また、食

樹のオガタマノキは県下で多くは見られないが、近隣

の土着地である徳島県で自然状態での食樹になってい

るﾀｲｻﾝボJ乳ま､庭木として県下に多く植えられて
いるので、近隣の地域の個体群の密度が高くなり、本

県に飛来する頻度が高くなれば、土着も充分考えられ

る。

<採集記録＞

１
１
１

３
４
５

４
４
４

郎
潤
豊

ム
画

も
、
〃
汀
０忠中

屋
山

田
勝
遠

1＄

1早

1早

１
９
８

６
６
７

９
９
９

１
１
１

｜
｜
｜

Ⅶ
Ⅷ
Ⅶ

’
一
一

６
０
５

１
３

西宮市甲山

〃 岡田山

神戸市高取山

7． アオタテハモドキPrecisorithyaLINNAEus

谷口(1938)によれば、 1937年に塚本信雄氏（当時甲

南高校尋常科生徒）によって明石郡垂水町（現在の神

戸市垂水区）で採集されたことが報告されている。’

<採集記録＞

神戸市垂水区 lex－－Ⅷ-1937塚本信雄47）<採集記録＞

津名郡津名町佐野 1＄－－－－1958登日邦明60）

〃 志築明神 2exs－－－－1964奥野修久60） 8． メスアカムラサキHypolimnasmisippusLINNAEus

1957年に明石市で目撃されたのが県下では最初の記

録のようである。これまでに報告された記録の中で、

西宮市武田尾の記録は、後に、兵庫生物Vol､5No.2で

リュウキュウムラサキと訂正されているので、現在ま

でに判明しているのは4例である。 この他の記録と

して（山本， 1971)に赤穂市の名前があるが、詳しいこ

とはわからない。また、相坂(1980)の網干区浜田（木

材港)の記録はカバマダラの誤りだったので証Eしておく。

5． ヤクシマルリシジミAcytolepispuspaHoRsFIELD

本種は紀伊半島南岸沿いや四国室戸岬周辺にまで分

布しているが、県下では1972年に南淡町灘で発見され

るまでは採集記録がない。

この記録は、愛媛大学農学部昆虫学研究室が、国立

公園協会から依頼を受け、本四架橋ルートの島々の昆

虫相の調査を実施した時に採集したものである(堀田，

1974)。
<採集記録＞

明石市北王子町 lt(目) 16-ⅦH957山口福男48）

相生市川原町 1¥25戸ⅦH966石井満補49）

神戸市剥套区旗振山頂 1旱23Ⅶ-1964橋本知代己4o）

〃垂水区ジェームス山 1327とⅨ-1959青山潤三

<採採集記録＞

42）三原郡南淡町灘 1¥一一X-1972

－34－
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11．メスジロキチヨウLxiaspyreneLINNAEus

1929年の6月下旬に採集されているが、この記録は

兵庫県はもとより国内でも最初の記録のようである。

その後本種の採集記録は県外において少ないながらあ

るようであるが、県下ではこれ以外に聞かない。

<採集記録＞

西宮市 1＄下旬一Ⅵ-1929笠原辰男61）

12．ウラナミシロチョウ

CatopsiliapyrantheLINNAEus

甲山南麓の夙川上流で大西俊和氏（当時甲陽中学校

の生徒）によって採集されたことが東(1960)で報じら

れている。県下ではこれが唯一の記録である。

この他の記録として、山本(1971)に赤穂市と三原の

地名があるが、この記録に関しては不明である。

〈採集記録＞

<採集記録＞

西宮市甲山南麓－7－Ⅷ-1956大西俊和37）

三原郡南淡町灘黒岩

洲本市宇山

西宮市内

姫路市豊富町神谷

相生市川原町

宝塚市武田尾

３
９
０
１
８
３

４
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５
２
４

明
義
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９
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５
７
６
６

９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
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３
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１
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１

３
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３
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１
１
１
１
１
１

'3・ タイワンモンシロチョウ

Pieriscanidia SpARRMAN

長崎県対馬に分布することは周知の通りであるが、

その他の地域では八重山諸島でときどき採集される程

度で、迷蝶としての記録も、島根県の大田市と東京都

があるにすぎな↓里）
県下で採集された場所は、神戸港北東約7kmの地点

のようで、足立(1980)に写真が掲載されているが、新

鮮な個体である。

10．ウスキシロチョウCatopsiliapomonaFABRIcIus

本種は以前ギンモンウスキチョウとムモンウスキチ

ョウの2種に分類されていたが、同種であることがわ

かり、近年ではウスキシロチョウのギンモン型、ムモ

ン型となっている。

県下で採集された個体で明石市のものはギンモン型

となっており、その他の記録も、山本(1965)によれば

ギンモンウスキチョウとなっているので、 3例ともギ

ンモン型と思われる。

<採集記録＞

芦屋市岡本 1旱 22－Ⅷ-1975足立尚計41）

14．ウスコモンマダラTirumalalimniaceCRAMER

近畿、四国、九州と南西諸島に迷蝶として記録があ

る99） 県下での記録は次の1例がある。この個体は、

若井博史氏が甲山町五ヶ池付近に蝶の分布調査に行か

れた際、松林の中を飛んでいるものを採集されたこと

が朝日新聞の1978年7月29日の朝刊に記されている。

この記録は近く大阪昆虫同好会誌に発表されるよう

<採集記録＞

西宮市菊谷町

〃 〃

明石市小寺

1旱

19

1¥

仲谷

仲谷

小川

３
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７
０
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勝
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８
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１

一'35－
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であるが、この度は未発表記録として借用させていた

だいた。

17．ヤエヤマムラサキHypolimnasantilopeCRAMER

迷蝶としての記録が多いリュウキュウムラサキと比

較すると、本種の採集記録は極めて少ない。

県下では1971年の記録が唯一のものである。この記

録はリュウキュウムラサキの項でもふれた通り、ヤエ

ヤマムラサキと発表したものを28)、てんとうむしNQ7

でリユウキユウムラサキと訂正している52)が、結果的

にはヤエヤマムラサキの＄であることが判明した。

<採集記録＞

西宮市甲山町五ケ池1手 5－Ⅶ-1978若井博史58）

15．スジグロカバマダラSalaturagenutiaCRAMER

アジア熱帯に広く分布している。わが国では八重山

諸島に分布し、迷蝶として各地でかなI)の採集記録が

報告されている。県下では古く1931年の記録があるだ

けで、その後本種の記録はない。

〈採集記録＞

相生市川原町 13 12－Ⅷ-1971石井満補28）

表4．年次別採集個体数表

<採集記録＞

西宮市森具字木津山 1ex 26－Ⅷ-1931宮本裕三57

16．カバマダラAnosiachrysippus LINNAEus

これまでに県下において7例が知られており、迷蝶

として飛来する頻度の高い種である。 8月から9月に

かけて多くが採集されており、いずれの記録も’頭で

あったが、 1978年に姫路市網干区の木材港にて一挙に

,6頭もの個体が採集されている。このようにまとまっ

て南方から迷入してくるということは考え難く、 7月

～8月ごろに何かの要因で運ばれてきた母蝶が産卵し、

一時的に世代をくりかえしたのではないかと思われる。

本種の食草はガガイモ科のトウワタで、ガガイモも

食べるようなのぎ） これを代用食として発生したこ
とも充分考えられる。

発表されている採集記録の中で、高砂市阿弥陀町生

石の記録102)は、山本(1968)で加古川市と証Eされている。

<採集記録＞
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旬
１
１
１

中姫路市網干区木材港 16exs

宝塚市高司 13

加古川市西神吉町 1旱

神戸市垂水区垂水町 1$

高砂市米田町古新 lex

神戸市東灘区本山町野寄1子

氷ノ山頂上付近 13
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1952以前 1 1 1 1

1953

1954

1955 1

1956 1 1

1957 1 1 1 1

1958 1 1

1959 1 1

1960 1

1961 1

1962

1963 1

1964 1 1 1

1965 2

1966 1

1967 1

1968 1

1969 1

1970 2

1971 1 1

1972 1

1973 1

1974

1975 1

1976

1977 1

1978 1 17 1 1

1979

1980 1

1981

合計 3 1 1 1 8 4 6 1 1 22 1 1 2 3 1
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8． クロアケハ(無尾型)PapilioprotenorCRAMER 21 ．ヤマキチヨウGonepteryxrhamniLINNAEus

山本・吉阪(1965)によれば、井口(1907)の佐用郡産

蝶類目録の中で､GonepteryxrhamniLINNAEusの名を

上げているが、佐用郡には同属のスジボソヤマキチョ

ウが産するので、本種との同定誤りではないかと思わ

れる。

麟職繋臺雛謹
州から南下するにしたがって短かくなる傾向があり、

八重山諸島では全く尾状突起のない個体が採集されて

いる69)。本州、九州でも無尾型は希に採集されるよう

で、県下に於てもこれま.でに7例力:報告されている。

これらの個体は、無尾型の現れる頻度の高い八重山諸

島から迷入してきたものか、県下でも遺伝的に極めて

希に現れるものなのかは定かではないが、これまでの

記録をとりまとめてみた。

22． ヒメシジミ Plebejusargus LINNAEus

加地(1940)に職LycaenaargusinsularisLEEcHシ

ジミテフ〃 として六甲山麓（草原）にて福島氏に依り

採集されたとの報告がある。 しかし、本種の発生時期

は早くて6月中旬ごろからなので、この六甲山の記録

の5月13日は少なからず疑問が残る。

その後、 1955年に養父郡西谷村筏(現在の大屋町筏）

で1頭（早と推察する）が採集されたことが山本･吉阪

(1965)に記されている。この標本は、採集者の中尾淳

三氏から山本広一氏に贈られるはずであったが、展翅

をしていたため郵送の際の破損をおそれ、中尾氏のも

とで保管をしていたところ虫害にあい、 1962年に山本

氏が訪れた際にはすでに標本は破棄されていたとのこ

とである。種の同定に当っては、横山光夫(1954)の原

色日本蝶類図鑑（保育社）を参照にされたようで、裏

面が第50図の北海道産のヒメシジミに最も近似してい

たようである（山本・吉阪， 1965)。

この他には、 1963年6月27日に、武田義明氏により、

南淡町大日ダム周辺で1旱が得られたことが登日(197

4)にある。

ヒメシジミは、北海道から九州にかけて生息地が知

られているが、近畿地方では記録はあるものの確実な

産地はない。

近隣の中国地方では、本種の確実な生息地が知られ

ているので、中国山地の東端に当る本県でも生息地が

ないとはいえないが、近年同好者も増え、以前と比較

にならない程調査もよく行われているにもかかわらず

今のところ、新しい採集記録は聞かない。

<採集記録＞

姫路市砥堀

神戸市北区

〃 六甲山麓

〃 本山

西宮市門戸西町

〃 仁jll

三原郡南淡町黒岩

０
９
３
９
３
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１
１
１
１
１
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１
１
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小坂潤一51）

毛利明子51）

加地早苗34）

谷口和義47）

斉藤泰彦81）
81）

藤平明43）

19．アカセセリ Hesperiaflorinda BuTLER

加地早苗(1940)に「六甲連山の山地に産するも稀な

らず」 とあるが、本種は滋賀県以西には記録がないこ

とと「稀ならず」 と記されていることから判断すると、

六甲山には多いヒメキマダラセセリ等との同定誤りで

はないかと考えられる。

20.チヤマダラセセリPyrgusmaculatusBREMER&GREY

本種は北海道東南部から東北、関東、中部地方を経

て四国にまで分布しているが、近畿地方には生息して

いない。

県下における記録は、加地早苗(1940)に「非常に稀

で、 1935年7月下旬東六甲山にて採集せしのみ」とな

っている。

加地(1940)には、前種のアカセセリをはじめ、本種

やオオミスジなども六甲連山の記録として報告されて

いる。

<採集記録＞

神戸市六甲山麓 - 13-V-1935

養父郡大屋町筏 1ex－－－－1955

三原郡南淡町大日ダム1旱27－Ⅵ-1963

１
２
１

３
１
３

４
０
９
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福
中
武
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23． ミヤマカラスシジミStymonidiameraJANsoN 27．ギンボシヒヨウモンSpeyeriaaglajaLINNAEus

カラスシジミ属は国内で4種の生息が知られている

が、県下では本種を含め3種の採集記録がある。

いずれの種もその記録は少なく 、ベニカラスシジミ

が1例（他に川副・若林， 1967、では兵庫県北西部に

分布するとの記載あり）、 とカラスシジミが3例、そし

て本種が1例を数えるだけである。

谷口(1938)によると､､TheclameraJANsoN ミヤマ

カラスシジミ〃の種名を上げ「烏原附近で採集されて

いる」 と記されているが、詳しいデータは報告されて

いない｡それ以降は県下から本種の採集記録は聞かない。

神戸市の須磨付近（北村達郎， 1935)､同市岡本（実

川佐太郎， 1938)､六甲山麓（加地早苗,1940)、氷ノ山

（遠藤勉,1960)などが山本(1965)で報告されているが、

いづれの文献も筆者の手許にないので、詳しい記録は

わからない。

最近の記録としては、六甲山上で1975年7月20日に

得た標本の中に2＄が含まれていたようである（加藤・

武術， 1981)。

28．オオミスジNeptisalwinaBREMER&GREY

1937年6月に一頭を六甲山にて発見したと報告され

ている。この報文の谷口(1938)によれば、 「六甲山に

極めて稀に産す」と記されている。また、加地(1940)

にも六甲山の「山地に産すれど非常に稀なり」となっ

ており、吉阪和親(1936)にも灘地方（神戸市）にも産

することが報告されている'02)。六甲山には近似種のミ

スジチョウが産することはわかっているが、その後、

オオミスジの記録はない。

24．ルーミスシジミ PanchalaganesaMooRE

1948年8月10日に姫路市書写山で発見したことが今

本(1950)に報じられているが、その後同地からは発見

されていない。タイトルは､｢ルーミスシジミの多産地」

縁霊局睾幾潮照>見られるﾑﾗｻｷ”

25．キベリタテハNymphalisantiopa LINNAEus 29．クジャクチョウ Inachis ioLINNAEus

高橋(1941)には、富田竹二郎氏が再度山にて記録さ

-れたようで、再度山、布引付近にいるらしいと記され

ている。この他には六甲山で富田林の田中保氏が採集

されたことが昆虫世界46巻543号に報告されている。 19

56年7月26日には氷上郡市島町上竹田の標高200m付近

でも採集されており （藤田， 1957)､この標本は新鮮な

個体で山本広一氏が確認しておられる。

その後、洲本市の三熊山で藤平明氏によって目撃さ

れていることが登日(1974)に報告されているが、原記

載は藤平(1960)にあるようで、文献を持ち合せていな

いので詳しくはわからない。

林久男氏が北野中学に在校の頃、同校の人で神戸市

岡本付近で本種を2頭採集したという記録がある （吉

阪， 1953)。 この記録が唯一のものである。

おわりに

県下に於ける迷蝶について述べてきたが、筆者の学

識不足と資料不足のため、迷蝶にまつわる諸問題には

ふれず、従来の採集記録を集め羅列したに留まった。

迷蝶の記録で問題になることは、古くは、同定に必要

な図鑑類も少なかったと思われるので、同定まちがい

が考えられること、近年は、採集の行動範囲も増え、

採集したものの中に他の産地の未整理のものが混入す

るおそれのあること、また、最近問題になっている放

蝶という行いがあることなど、人為的に持ち込まれて

くることも多く、真の迷蝶とは言えない種が報告され

ていることがあるということである。この度報告した

記録以外にも採集記録があると思われるので御教示い

ただければ幸甚である。次の参考文献の※印について

は、筆者が目を通していないが､山本(1965)と山本･吉
〃

阪(1965)の引用文献をそのまま転記させていただいた。

26． コヒョウモンモドキMellictaathaliaRoTTEMBuRG

1910年に井口宗平氏が佐用郡下で発見したことを報

告されているが、その後、 1956年6月22日に井口氏の

住所である上月町久崎から田中蕃氏によって近似種の

ウスイロヒョウモンモドキが採集されているので'02)、

おそらく本種の同定誤りと思われる。
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